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地質標本館ひとめぐり

小沢泰子')

地質標本館は地質調査所の研究成果を紹介し併せて地

球科学情報の普及を目的としています.標本,パネル,

映像装置等を利用して分かりやすくLかも少しでも親し

みやすくと考えて展示しております.

専門家はもちろんですが校外学習として小,中,高校

生が,また,生涯学習の一環として主婦,高齢老の方の

見学も多くたっており,開館以来の入館者数は1990年5

月末で32万人を越えました.

ここでは子供達やお母さん達等の声もまじえて標本館

の主た展示を紹介したいとおもいます.

1.2億年前の植物(正面入口)

rこの丸いのは何?ゴキブリそれとも何かの種?｣

山口県美祢市で発掘された約2億年前のツタ類やイチョ

ウ類の化石です･この植物化石が含まれていた地層から

は日本で最も古いゴキブリ等昆虫の化石も発見されてい

ます.〔53頁の写真2〕

2.各国を代表する岩石

｢これ,私の国の石ですか?｣

地質標本館開館を記念Lて世界36カ国から送られた色

とりどりの美しい岩石のパネル48枚を展示｡〔表紙〕

3･日本列島周辺で発生した地震の震源分布〔写真1〕

｢どうして日本列島が逆にたっているの?｣

r関東大震災はどれですかP｣

1926年から1977年の間に発生した地震の震源が示されて

います｡震源の深さとマグニチュｰドの大きさがわかり

ます.

4.地層の大型摺曲模型(屋外中庭)

｢どうやって運んできたの?｣

宮城県牡鹿半島の地層で約1億5千万年前に海底に水

平に堆積した地層で約1億1千万年前に強い圧力を受け

て変形したものです.

現地の露頭の彩や大きさをそのまま再現したもので合成

樹脂で作られています.〔写真2〕

5.地球最古の岩石(これより第一展示室)

｢どうして一番古いって分かるんですか?｣

写真1日本列島周辺震源分布

写真2ジュラ紀層の摺曲(レプリカ)

rこれより古い石を見つげたらノｰベル賞を貰えるん

ですか?｣
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第1図館内図(数字は見出しの番号に対応)
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写真3恐竜のふん化石

38億年前のもので西グリｰンランド産のアミツォク片麻

岩･地球誕生が46億年前と考えられているが最初の数億

年間のものは未発見.

6.日本列島の大型地質模型

｢ホラ,そのボタンを押してみたさい.私らの近くの

棚倉断層だぞ｣

日本列島をつくっている岩石が色で塗り分けられている

とともに,たくさんの断層(地層のズレ)が示されていま

す.

日本最大の断層,中央構造線は1,000キロメｰトル以上

にもたります.

7.地質年表

｢知ってる,知ってる｡これアンモナイトでしょ｣

r入口の三葉虫はどの時代に並べでありますか?｣

ここでは各時代を代表する動,植物の化石や岩石を並べ

て生物の進化の様子や地質年代を分かりやすく展示して

います.

8.生きている化二百

｢イチョウっていまもたくさんあるのに何故『生きて

いる化石』なんですか?｣

過去に既に絶滅し,化石でしか知られていたかった生物

が現在も生存していることが明らかにたった生物(シｰ

ラカンス,メタセコイア)や地質時代には栄えていました

が現在では細々と生き続けている生物(イチョウなど)を

｢生きている化石｣と呼んでいます.

その代表的動･植物18種類について説明しています.

9.恐竜コｰナ

｢いくら化石だと言われても,ワソだと思うとさわる

ことが出来ませんでした｣

｢くさい,くさいぞお一｣

恐竜の卵,足跡,ふんの化石〔写真3〕,胃石を展示.

6,500万年前には絶滅してしまったといわれる恐竜への

思いが膨らんできます.

1④.デスモスチルス〔写真4〕

｢これは恐竜ではないの?｣

1,400万年位前に北太平洋の沿岸にすんでいた哺乳動物

の一種.

北海道歌登町で当所職員が発見･東京大学医学部の犬

塚則久生先が骨格の復元をされました.

11.生活と鉱物資源(これより第二展示室)

｢日本では金はとれたいのP｣

私達の生活は,生活様式の変化とともに多様た元素から

なる素材に支えられるようにたってきまLた.

ここでは,こうした素材がどの種類の鉱物から得ている

かが理解できるようにたっています.

また,ボタンを押すと鉱物や燃料資源の産

地がランプで示されます.

1トンに約40リットルもの石油を含む新しい一

タイフの燃料資源で,アメリカ地質調査所か

ら寄贈されたものです.

また,このコｰナには石炭と石油の標本があ

り種類及び産地衣とが示してあります.

13.太平洋の海底地形〔写真5〕

｢赤く光っているのが海底火山で熱水もで

ているよ｣

地球上で最大の海,太平洋の海底地形の模型

で海底山脈や海溝がみられ,地震や火山の理

解にも役立ちます.

写真4デスモスチルスの骨格
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写真5

太平洋海底地形

14.海底鉱物資源

｢この,じゃがいもみたいのが海底にあるの?｣

海水中に溶けていた金属成分が岩石のかげらやサメの歯

などを核にして100万年に数ミリというゆっくりした速

度で成長して出来たもので主成分のマソガソ,鉄のほか

に銅,ニッケル,コバルトだとが多く含まれており未来

の鉱物資源として注目されています.

15.火山と温泉(これより第三展示室)

r温泉はいいけど火山はちょっとこわいね｣

地球上には現在さかんに活動している陸上の火山だけで

約800あります.

温泉や地熱地帯の分布は火山の分布とよく一致していま

す.

世界の火山と温泉,及び日本の火山と温泉の分布が示さ

れています.

16.火山と火山岩

｢どうして同じ大島火山の火山弾たのに色が違うんで

すか?｣

火山の立体模型と,三宅,大島,阿蘇,薩摩硫黄島,桜

島,有珠,秋田駒ヶ岳の火山岩が展示されています､

17.富士･箱根火山〔写真6〕

r今の美しい彩は1回の噴火で出来たのではたいので

すね｣

rどうして箱根山の時は湖が出来たのですか?｣

スイッチを押すと両火山の地下断面がみられ,噴火の形

や大きさが解るようにたっています･

18.地震の発生とプレｰトテクトニクス

rむずかしいナァｰ,地震を起こす犯人はプレｰト?｣

地球の内部構造は,大きく分けると内核,外核,マント

ル,地殻とたっています.その地殻とマントルの最上部

を合わせた厚さ約100キロメｰトル程の部分をプレｰト

と呼んでいます｡このプレｰトの動きと地震や火山の発

生との関係が説明されています.

19.岩;百,鉱物,化;百の一般分類(これより第4展示

室)

r先生,年収500万円の人と結婚すれぼこういう宝石

をかって貰える?｣

｢お母さんへのおみやげにひとつでいいからこの宝石

が欲しい｣

｢この石,チｰズケｰキに黒砂糖と抹茶をかけたよう

な石だわ｣一新着標本のr花嵩岩中の晶洞｣を見て一

｢ぽくだってこれと似た化石拾ったことあるよ,本当

だよ｣

｢ざくろ石ってガｰネットのことなのね｣

鉱物では,国内,外国の代表的鉱物約400点を展示･自

然金〔写真7〕,ダイヤモンドの他,日本に産する鉱物の

写真6富士･箱根火山の立体模型とその断面

地質ニュｰス431号�
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写真7自然金

中で世界的に有名た輝安鉱が美しい巨晶を見せていま

す.

岩石では,国内の代表的な標本約100点を展示･摺曲し

て出来た美しい模様の紅れん石石英片岩(高知県汗見川産)

だとが見られます.

化石では,象,マンモス,貝,魚,虫などの動物化石

と,シダ類や双子葉植物だとの植物の化石約400点が年

代別(古生代,中生代及び新生代)に分類して展示されて

います.更に,植物化石の出来るまでが,イラストによ

って説明されています.

20.今吉鉱物標本

故今吉隆治氏(1905～1984)が寄贈してくださった鉱物

コレクツヨン1万点の中の一部を展示してあります.み

ごとな日本式双晶を示す石英や,輝沸石,蛍石等々,種

類や産地も多く貴重な標本です.

(あとがき)

今春で退職された,瀧澤朝代さんの作られた｢見学の

手引｣は,標本館を訪れる人や,見学の下見などにこら

れる先生がたに大変喜ばれており,当標本館の広報活動

にも大いに役立っております.

今回,この原稿を書くに当り,r見学の手引｣をべ一

スにさせていただきました.そこに,子供達の見学時の

エピソｰドなどを加えた形で書き上げたものです.
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<受付:1990年5月29目>

お知らせ

地質調査所研究講演会r地震地質学は社会にどのように貢献できるか?』

開催場所:三会堂ピル石垣記念ホｰル

開催期目:1990年9月10日

13:OO-13:20開会の挨拶地質調査所所長石原舜三

13:20-14:00｢地震地質学から生まれた地震評価法一固有地震モデルについて｣

原子カユ学試験センタｰ特別顧間垣見俊弘

14:00-4:30｢地質調査所における地震地質学｣環境地質部地震地質課長衣笠善博

14:30-15:00｢古地震:だぜ古地震を研究するのか｣

近畿･中部地質センタｰ主研寒川旭

15:1O-15:40r首都圏の基盤構造一直下型地震や地震災害と関連して一｣

環境地質部地震物性課長長谷川功

15:40-16:20r地震地質学に期待するもの,社会から,業界から｣

㈱全国地質調査業協会連合会相談役深田淳夫

16:20-16:50r地震地質学の今後の展望｣環境地質部地震地質課主砂山崎晴雄

16:50-17:00閉会挨拶環境地質部長小出仁

連絡先:地質調査所企画室高橋(Te10298-54-3572.35741Fax0298-54-3571)
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